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広
報

く
ま

の
は

１
部

23円
で

印
刷

し
て

い
ま

す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,253人	 （－108）
　　男：11,735人	 （－76）
　　女：12,518人	 （－32）
世帯数：10,590世帯	 （＋12）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
第
四
小
学
校　

６
年

荒
田
川　

梨
得
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り

取
っ

て
、

電
話

機
な

ど
に

貼
っ

て
お

使
い

下
さ

い
。

【
評
】
社
会
見
学
で
広
島
市

森
林
公
園
へ
行
き
、
昆
虫
館

で
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ

ト
を
さ
わ
っ
た
と
き
の
絵

で
す
。
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
か
っ

こ
い
い
角
を
よ
く
思
い
出

し
て
か
き
ま
し
た
。

▲　

熊
野
第
四
小
学
校　

４
年　

鎌
田　

聖
矢　

さ
ん

▲　

熊
野
第
四
小
学
校　

２
年　

福
田　

悠
人　

さ
ん

【
評
】
課
題
の
も
つ
め
あ
て

「
文
字
の
中
心
」「
左
払
い
の

方
向
」
に
気
を
つ
け
、
始
筆

か
ら
終
筆
ま
で
一
画
一
画
を

丁
寧
に
書
か
れ
た
良
い
作
品

で
す
。

　

深ミ
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ

山
鶉
。
深
山
と
付
い
て
い

ま
す
が
、
や
や
乾
い
た
低
い
山

な
ど
で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
か
ら
九
州
に
分
布
し
、

あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

熊
野
の
山
全
域
に
生
育
し
ま
す
。

　

常
緑
の
多
年
草
で
す
。
葉
は

暗
緑
色
で
や
や
厚
く
、
長
さ
は

２
～
５
㎝
。
表
面
に
白
い
斑
が

あ
り
、
こ
れ
を
鶉
の
羽
に
例
え

た
名
前
で
す
。
時
に
白
斑
の
な

い
も
の
が
あ
り
、
ア
オ
ミ
ヤ
マ

ウ
ズ
ラ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

花
期
は
８
～
９
月
。
花
茎
は

直
立
し
高
さ
10
～
20
㎝
、
白
い

毛
が
密
生
し
ま
す
。
花
は
一
方

に
偏
っ
て
付
き
、
白
色
か
ら
淡

紅
色
で
長
さ
１
㎝
ほ
ど
。
花
が

開
い
た
時
に
正
面
か
ら
見
る
と
、

左
右
の
萼が
く
へ
ん片
（
外
花
被
片
）
が

翼
を
広
げ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

花
に
は
柄
が
あ
る
よ
う
に
見

（347）

ミヤマウズラ
（ラン科）

【
大
崎
上
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　

大
崎
上
島
の
西
海
岸
、
大

串
キ
ャ
ン
プ
場
お
よ
び
大
串
海

水
浴
場
で
開
か
れ
る
夏
の
イ
ベ

ン
ト
。
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会

や
和
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ

る
。
夜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る

約
２
千
発
の
海
上
花
火
大
会

は
、
大
串
海
岸
の
ビ
ー
チ
で
寝

な
が
ら
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
月
14
日
㈫

大
串
キ
ャ
ン
プ
場・海
水
浴
場

魚
の
つ
か
み
ど
り　

千
円

　

※�

限
定
150
人（
先
着
75
人

+
抽
選
75
人
）

大
崎
上
島
サ
マ
ー
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会

０
８
４
６

‐
65
‐
３
１
２
３（

地
域
振
興
課
）

え
ま
す
が
、
果
実
に
な
る
子
房

の
部
分
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

子
房
が
萼
よ
り
下
に
あ
る
も
の
を

子
房
下
位
と
い
い
ま
す
。

　

子
房
や
萼
片
の
外
面
、
唇
弁

の
基
部
内
面
、
苞ほ
う

な
ど
に
は
白

い
毛
が
密
に
生
え
て
い
ま
す
。

　

茎
は
緑
白
色
で
肉
質
。
腐
葉

土
の
中
を
横
に
這
い
、
節
毎
に

綿
毛
を
密
布
し
た
肉
質
の
根
を

１
本
ず
つ
出
し
ま
す
。
先
は
斜

上
し
数
枚
の
葉
を
互
生
し
ま
す
。

　

ラ
ン
科
の
植
物
は
全
て
多
年

草
で
、
花
は
左
右
相
称
形
で
す
。

子
房
は
下
位
。
雄
し
べ（
雄ゆ
う
ず
い蕊
）

は
雌
し
べ
（
雌し
ず
い蕊
）
の
花
柱
と

合
生
し
て
１
本
の
柱
と
な
り
、

蕊
ず
い
ち
ゅ
う柱
と
呼
ば
れ
ま
す
。
蕊
柱
は
、

単
子
植
物
で
は
ラ
ン
科
の
植
物

だ
け
で
見
ら
れ
ま
す
。

【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子


